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「
あ
す
へ
の
話
題
」 

第
二
十
三
回 

／ 

さ
か
さ
ま 

２
０
０
１
年
秋
に
発
足
し
た
憲
法
起
草
委
員
会
は
、
３
年
が
か
り
で
立
憲
君
主
・
二
政
党

民
主
制
の
憲
法
草
稿
を
起
こ
し
た
。
草
稿
の
最
終
閣
議
に
臨
ん
だ
国
王
は
、
今
こ
そ
「
吉
兆

の
時
」
と
言
っ
た
。「
政
治
的
圧
力
や
利
害
関
係
の
も
た
ら
す
緊
急
事
態
中
に
憲
法
起
草
を
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
他
の
国
々
と
異
な
り
、
幸
い
に
も
ブ
ー
タ
ン
に
は
何
の
圧
力
も
強
制
も

な
く
、
空
前
の
平
和
と
、
国
王
と
政
府
と
国
民
の
調
和
と
忠
誠
が
成
す
安
定
の
時
に
、
変
革

が
訪
れ
た
」 

草
稿
は
全
国
民
に
配
布
。
学
校
や
市
町
村
自
治
体
な
ど
国
中
で
議
論
さ
れ
た
後
、
代
表
が
全

国
20
の
各
県
で
開
か
れ
た
国
王
・
皇
太
子
と
の
批
評
会
に
参
加
。「
今
の
ま
ま
で
い
い
、
早
す

ぎ
る
」
と
意
見
す
る
国
民
。
「
指
導
者
を
資
格
で
は
な
く
生
ま
れ
で
選
ぶ
王
制
は
よ
く
な
い
。

国
の
将
来
は
民
が
選
ぶ
べ
き
」
と
主
張
す
る
国
王
。
県
か
ら
県
へ
と
大
議
論
が
展
開
し
た
。

結
論
は
、
あ
る
中
学
生
代
表
の
発
言
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。「
国
民
が
抵
抗
し
て
も
民
主
主
義

の
日
は
来
る
。
後
悔
す
る
よ
り
変
革
に
備
え
る
ほ
う
が
い
い
」 

憲
法
成
立
は
、
２
０
０
８
年
の
国
民
投
票
を
待
つ
。
不
安
を
隠
さ
ぬ
国
民
に
、
国
王
が
皇

太
子
と
共
に
語
り
続
け
る
。「
国
を
思
い
民
に
尽
す
指
導
者
を
選
ぶ
こ
と
を
考
え
よ
う
。
そ
の

義
務
を
果
た
す
学
習
の
道
が
２
０
０
８
年
に
始
ま
る
の
だ
。
経
験
を
積
む
の
は
、
早
い
ほ
う

が
い
い
」 

国
王
の
学
友
だ
っ
た
大
臣
は
「
陛
下
の
信
念
は
昔
か
ら
さ
か
さ
ま
」
と
笑
う
。
本
物
の
指

導
者
に
は
、
揺
る
が
ぬ
信
念
が
あ
る
。
必
ず
あ
る
。 

ブ
ー
タ
ン
の
王
制
は
来
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
が
、
そ
の
歴
史
の
半
分
以
上
は
民
主
化

に
費
や
さ
れ
て
き
た
。
世
の
常
識
に
反
し
、
専
制
君
主
が
自
ら
先
導
す
る
民
主
化
改
革
だ
。

世
界
史
に
比
類
は
な
い
。
始
ま
り
は
、
先
代
国
王
が
１
９
５
３
年
に
設
立
し
た
国
会
。
現
国

王
は
地
方
自
治
体
を
育
成
し
な
が
ら
、
諸
々
の
政
治
改
革
を
率
い
て
き
た
。 
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